
提 案 概 要 

（北九州市立門司障害者地域活動センター 指定管理者） 

 

団体名： 社会福祉法人 あすなろ学園                     

１ 指定管理者としての適性について 

（１） 施設の管理運営（指定管理業務）に対する理念、基本方針 

ハンディキャップを持たれた方たちの個性と自己決定を大切にし、独立した人格と個人の尊厳

を守りながら自立した生活への適切な支援を行い、豊かな環境を作ります。 

民営の特性を活かし、家族・地域住民・ＮＰＯ・ボランティアと協力連携し、地域福祉の拠点施

設として貢献致します。 

障害のある人すべての人々が地域で安心して暮らすことができる社会の実現を目指して 

 １ 一人ひとりの個性と自己決定を大切にし、笑顔の絶えない明るい環境づくりを行います。 

 ２ 支援計画に基づいて、利用者の自立した生活と社会参加の支援をすすめます。 

 ３ 地域社会の中で開かれた施設として、地域との連携を深めます。 

  ４ 職員は専門的な知識と技術の向上につとめ、質の高いサービス提供をめざします。 

（２） 安定的な人的基盤や財政基盤 

・ 大学・短期大学・専門学校と連携をとり、ボランティア・実習生の受入を行います。 

・ 求人は、派遣会社・公的機関・民間広告会社等を活用し、速やかに補充を行います。 

・ 職員の人材育成を目的に、各種研修制度を系統立てて取り組んでいきます。 

・ キャリアパス制度の構築に取り組み、長く働ける職場づくりを目指します。 

（３） 実績や経験など 

 ・ 全国的にも古い歴史のある施設であり、入所系施設（児童・成人）運営においての長い経験

を積んでいます。今後その歴史を繋ぎ向上させる為に事業拡充に取り組んでいきます。 

 ・ 職員の専門性を高めるために、積極的に有資格者の採用をし、資格取得を奨励します。 

 

２ 管理運営計画の適確性 

【有効性】に関する取組み 

（１） 施設の設置目的の達成に向けた取り組み 

 ・ 広報活動（広報誌発行・ＨＰの充実）・地域行事への参加等を行い、地域との連携を密にし、

地域の拠点となるよう努力します。 

 ・ 家族との関係を深め、短期入所等により・精神的負担を少しでも和らげます。 

（２） 利用者の満足度 

・ 利用者の目的や期待に応えられるよう、事業ごとの環境をさらに整えていきます。 

・ 満足度アンケートと家族等の会話から、利用者のニーズを捉え、反映できるよう努力します。 

・ 苦情等に対しては、苦情解決委員会を開催し、速やかに対応し改善できるように努力していま

す。苦情解決委員会の構成員である第三者委員は、公平性・地域理解・地域連携の観点から地

域の方にお願いをしています。 

《様式 9》 



 

【効率性】に関する取組み 

（１） 指定管理料及び収入 

・ 法人全体で「事務費・事業費 －３％削減」を掲げています。今後も、前年度実績を毎年

見直し、年度ごとの削減目標を検討していきます。 

・ 超過勤務削減に取り組み、期間内で「一人当たり一ヶ月１０時間以内」を目指します。 

（２） 収支計画の妥当性及び実現可能性 

・ より多くの利用者が利用したいと思ってもらえるような、多様なニーズに応えられる施設

づくりを目指すことにより、利用率の向上と収入の増加を図ります。 

・ ＩＴ関連の見直しを行い、ペーパーレス化を図っていきます。 

・ 総合的な保守サービス等を再委託により適切に行っていきます。 

 

【適正性】に関する取組み 

（１） 管理運営体制など 

・ 各関係機関や社会資源等とのつながりを密にし、地域との連携を深めるとともに、法人の

スキルアップを行い、福祉の総合的な拠点を目指します。 

・ 職場環境の改善を行い、職員の働く意欲の向上を促します。同時にメンタルヘルス・子育

て支援についても取り組んでいきます。 

（２） 平等利用、安全対策、危機管理体制など 

・ 個人情報保護に関しては、研修、誓約書への署名、日常の業務の中で意識付けを行ってい

ます。 

・ 安全対策についても、避難訓練（１回／１ヶ月）、事故報告、ヒヤリハット報告等を基に、

見直しを行う体制作りに取り組んでいます。 

・ 感染症マニュアル等を更新し、感染症の拡大等の防止に取り組んでいます。 

 

提案額（千円） 

３年度 ０円 

４年度 ０円 

５年度 ０円 

６年度 ０円 

７年度 ０円 

※提案概要は、提案書の内容を２枚程度（Ａ４）にまとめてください。 

 


